
  

一 

 
 
 

戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
案
） 

 

（
目
的)

 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
今
次
の
大
戦
及
び
そ
れ
に
至
る
一
連
の
事
変
等
に
係
る
時
期
に
お
い
て
、
旧
陸
海
軍
の
関
与
の
下
に
、

女
性
に
対
し
て
組
織
的
か
つ
継
続
的
な
性
的
な
行
為
の
強
制
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ら
の
女
性
の
尊
厳
と
名
誉
が
著

し
く
害
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
、
そ
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
謝
罪
の
意
を
表
し
及
び
そ
れ
ら
の
女
性
の
名
誉
等
の
回
復
に

資
す
る
た
め
の
措
置
を
我
が
国
の
責
任
に
お
い
て
講
ず
る
こ
と
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
に

対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図

り
、
も
っ
て
関
係
諸
国
民
と
我
が
国
民
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成
及
び
我
が
国
の
国
際
社
会
に
お
け
る
名
誉
あ
る
地
位
の
保
持

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
戦
時
に
お
け
る
性
的
強
制
」
と
は
、
今
次
の
大
戦
及
び
そ
れ
に
至
る
一
連
の
事
変
等
に
係
る

時
期
に
お
い
て
、
旧
陸
海
軍
の
直
接
又
は
間
接
の
関
与
の
下
に
、
そ
の
意
に
反
し
て
集
め
ら
れ
た
女
性
に
対
し
て
行
わ
れ
た

組
織
的
か
つ
継
続
的
な
性
的
な
行
為
の
強
制
を
い
う
。 



 

二 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
」
と
は
、
戦
時
に
お
け
る
性
的
強
制
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
女
性
で
あ
っ

て
、
旧
戸
籍
法
（
大
正
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
本
籍
を
有
し
て
い
た
者
以
外
の
者
で
あ
っ
た
も
の
を
い
う
。 

 

（
名
誉
回
復
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
三
条 

政
府
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
か
つ
、
確
実
に
、
戦
時
に
お
け
る
性
的
強
制
に
よ
り
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
の

尊
厳
と
名
誉
が
害
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
謝
罪
の
意
を
表
し
及
び
そ
の
名
誉
等
の
回
復
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
措
置
に
は
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
対
す
る
金
銭
の
支
給
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
四
条 

政
府
は
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以
下

「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

前
条
に
規
定
す
る
措
置
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
の
方
法
等
に
関
す
る
事
項 

二 

前
条
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
関
係
国
の
政
府
等
と
の
協
議
等
に
関
す
る
事
項 



 
 

三 

三 

い
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
戦
時
に
お
け
る
性
的
強
制
及
び
そ
れ
に
よ
る
被
害
の
実
態
の
調
査
に
関
す
る
事
項 

四 
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項 

３ 

政
府
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
関
係
国
の
政
府
等
と
の
関
係
に
関
す
る
配
慮
） 

第
五
条 

政
府
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
と

の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
関
係
国
の
政
府
等
と
協
議
等
を
行
い
、
そ
の
理
解
と
協
力
の
下
に
、
こ
れ
を
行
う
よ
う
特
に
配
慮

す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
の
人
権
等
へ
の
配
慮
） 

第
六
条 

政
府
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
の
意
向
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
人
権
に
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

政
府
は
、
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
そ
の
他
関
係
人
の
名
誉

を
害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

四 

 
（
国
民
の
理
解
） 

第
七
条 

政
府
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
等)

 

第
八
条 

政
府
は
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
財
政
上
又
は
法
制
上
の
措
置
そ

の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
国
会
に
対
す
る
報
告
等
） 

第
九
条 

政
府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
及
び
第
四

条
第
二
項
第
三
号
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
事
実
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進
会
議
） 

第
十
条 

内
閣
府
に
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

一 

基
本
方
針
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
。 



 
 

五 

二 

戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
必
要
な
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調

整
を
す
る
こ
と
。 

三 

第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
調
査
を
推
進
す
る
こ
と
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
、
及
び
そ
れ
に
関
す
る
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
。 

３ 

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
関
係
地
方
公
共

団
体
の
長
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対

し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
議
の
組
織
） 

第
十
一
条 

会
議
は
、
会
長
及
び
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

２ 

会
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

３ 

委
員
は
、
内
閣
官
房
長
官
、
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
条
第
一



 

六 

項
に
規
定
す
る
特
命
担
当
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。 

 

（
調
査
推
進
委
員
会
） 

第
十
二
条 
会
議
に
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
調
査
推
進
委
員
会
を
置
く
。 

２ 

調
査
推
進
委
員
会
は
、
定
期
的
に
、
又
は
必
要
に
応
じ
て
、
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
調
査
の
状
況
及
び
そ
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
、
こ
れ
を
会
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

調
査
推
進
委
員
会
の
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命

す
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
十
三
条 

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
そ
の
他
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め

る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
 

七 

 
（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

２ 
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
二
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

内
閣
府
は
、
第
三
条
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
条
第
三
項
各
号
及
び
前
各
項
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、

戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第 

 
 

号
）
が
そ
の
効
力
を
有
す
る

間
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
。 

 

附
則
第
四
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
、
同
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
内
閣
府
に
置
か
れ
る
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進
会
議
は
、
本
府
に
置
く
。 

 

（
こ
の
法
律
の
失
効
） 

３ 

こ
の
法
律
は
、
附
則
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。 

 
 





 
 

九 

 
 
 
 

 

理 

由 

 

今
次
の
大
戦
及
び
そ
れ
に
至
る
一
連
の
事
変
等
に
係
る
時
期
に
お
い
て
、
旧
陸
海
軍
の
関
与
の
下
に
、
女
性
に
対
し
て
組
織

的
か
つ
継
続
的
な
性
的
な
行
為
の
強
制
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ら
の
女
性
の
尊
厳
と
名
誉
が
著
し
く
害
さ
れ
た
事
実
を

踏
ま
え
、
そ
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
謝
罪
の
意
を
表
し
及
び
そ
れ
ら
の
女
性
の
名
誉
等
の
回
復
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
我

が
国
の
責
任
に
お
い
て
講
ず
る
こ
と
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
基

本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
に
係
る
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

  
 





 
 

一
一 

 
 
 

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費 

 

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進
会
議
に
お
け
る
調
査
推
進
委
員
会
の
設
置
等
に
関
し
必

要
と
な
る
経
費
は
、
平
年
度
約
五
百
七
十
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

 


